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商品分類 追加型投信／海外／債券 

信託期間 2021年６月11日まで（2012年７月12日設定） 

運用方針 

主として円建ての外国投資信託であるピムコ
バミューダ エマージング マーケット ハ
イ イールド コーポレート ボンド ファ
ンド Ａ － クラス Ｊ （ＪＰＹ）の投
資信託証券への投資を通じて、米ドル建ての
新興国のハイイールド債券等に実質的な投資
を行い、利子収益の確保および値上がり益の
獲得をめざします。なお、証券投資信託であ
るマネー・マーケット・マザーファンドの投
資信託証券への投資も行います。円建ての外
国投資信託への投資は高位を維持することを
基本とします。実質的な組入外貨建資産につ
いては、原則として投資する外国投資信託に
おいて為替ヘッジを行い、為替変動リスクの
低減をはかります。投資信託証券への運用の
指図に関する権限は、ピムコジャパンリミ
テッドに委託します。 

主要運用対象 

新 興 国 
ハイイールド 
債券ファンド 
(為替ヘッジあり) 

ピムコ バミューダ エマージン
グ マーケット ハイ イールド
コーポレート ボンド ファンド
Ａ － クラス Ｊ（ＪＰＹ）お
よびマネー・マーケット・マザー
ファンドの投資信託証券を主要投
資対象とします。 

ピムコ バミューダ 
エマージング 
マーケット 
ハイ イールド 
コーポレート 
ボンド ファンド 
Ａ － クラス Ｊ 
( Ｊ Ｐ Ｙ ) 

ピムコ バミューダ エマージン
グ マーケット ハイ イールド
コーポレート ボンド ファンド 
(Ｍ）への投資を通じて、米ドル
建ての新興国のハイイールド債券
およびその派生商品等を主要投資
対象とします。 

マネー・ 
マーケット・ 
マザーファンド 

わが国の公社債等を主要投資対象
とします。 
外貨建資産への投資は行いませ
ん。 

主な組入制限 
投資信託証券への投資割合に制限を設けませ
ん。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等
を勘案して委託会社が決定します。ただし、
分配対象収益が少額の場合には分配を行わな
いことがあります。なお、第２計算期末まで
の間は、収益の分配は行いません。 

 
※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」

の適用対象です。 
 詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

 

運用報告書（全体版） 
 

 
新興国ハイイールド債券ファンド

（為替ヘッジあり） 
 

愛称：グローイング・スピリッツ 

 

 

第24期（決算日：2014年７月14日） 

第25期（決算日：2014年８月13日） 

第26期（決算日：2014年９月16日） 

第27期（決算日：2014年10月14日） 

第28期（決算日：2014年11月13日） 

第29期（決算日：2014年12月15日） 

 

 

 

 
 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「新興国ハイイールド債券ファンド

(為替ヘッジあり）」は、去る12月15日に第29期の決算を

行いましたので、法令に基づいて第24期～第29期の運用

状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い申し

上げます。 

 

 
 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 

URL:http://www.am.mufg.jp/ 
 

本資料の記載内容に関するお問い合わせ先 

営業企画推進部 
お客様専用フリーダイヤル

TEL.0120-151034 
(9:00～17:00､土･日･祝日･12月31日～１月３日を除く)

お客様のお取引内容につきましては、お取り扱いの販売会社にお尋ねください。

251420 
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新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり） 

本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の
合計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合がありま
す。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券
先 物 比 率

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
2012年７月12日 10,000 － － － － － 1

１期(2012年８月13日) 10,149 － 1.5 0.1 － 96.9 1
２期(2012年９月13日) 10,389 － 2.4 0.1 － 132.4 1
３期(2012年10月15日) 10,522 50 1.8 0.0 － 99.1 3
４期(2012年11月13日) 10,530 50 0.6 0.0 － 99.0 52
５期(2012年12月13日) 10,665 50 1.8 0.0 － 98.8 157
６期(2013年１月15日) 10,945 50 3.1 0.1 － 99.0 167
７期(2013年２月13日) 10,786 50 △1.0 0.1 － 99.6 159
８期(2013年３月13日) 10,875 50 1.3 0.1 － 99.0 113
９期(2013年４月15日) 10,827 50 0.0 0.1 － 99.4 112
10期(2013年５月13日) 10,796 50 0.2 0.2 － 90.0 69
11期(2013年６月13日) 10,227 50 △4.8 0.3 － 99.0 52
12期(2013年７月16日) 9,925 50 △2.5 0.1 － 99.0 37
13期(2013年８月13日) 10,002 50 1.3 0.1 － 99.3 37
14期(2013年９月13日) 9,884 50 △0.7 0.1 － 99.0 31
15期(2013年10月15日) 9,986 50 1.5 0.1 － 99.0 27
16期(2013年11月13日) 9,987 50 0.5 0.1 － 99.0 27
17期(2013年12月13日) 9,973 50 0.4 0.1 － 99.0 27
18期(2014年１月14日) 9,940 50 0.2 0.1 － 98.2 27
19期(2014年２月13日) 9,841 50 △0.5 0.1 － 99.4 27
20期(2014年３月13日) 9,674 50 △1.2 0.1 － 99.0 23
21期(2014年４月14日) 9,835 50 2.2 0.1 － 99.3 23
22期(2014年５月13日) 9,829 50 0.4 0.1 － 99.0 23
23期(2014年６月13日) 10,035 50 2.6 0.1 － 99.3 24

24期(2014年７月14日) 10,060 50 0.7 0.1 － 99.0 24
25期(2014年８月13日) 9,798 50 △2.1 0.1 － 99.1 19
26期(2014年９月16日) 9,856 50 1.1 0.4 － 99.4 7
27期(2014年10月14日) 9,679 50 △1.3 0.2 － 99.4 6
28期(2014年11月13日) 9,604 50 △0.3 0.2 － 99.0 6
29期(2014年12月15日) 8,791 50 △7.9 0.2 － 99.4 5
 
（注）当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 
（注）設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注）信託約款の規定にしたがい、第２期までの収益分配は行っていません。 
（注）基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注）新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり）は、米ドル建ての新興国のハイイールド債券等に実質的な投資を行うととも

に、原則として投資する外国投資信託において為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減をはかることで、信託財産の成長と収益の確
保をめざすことを目標としておりますが、特定の指数を上回るまたは連動をめざした運用を行っていないため、また、値動きを表す
適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。 

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注）｢債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
（注）設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
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新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり） 

○当作成期中の基準価額等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券

組 入 比 率
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率

第24期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2014年６月13日 10,035 － 0.1 － 99.3

６月末 10,084 0.5 0.1 － 99.0

(期  末)  

2014年７月14日 10,110 0.7 0.1 － 99.0

第25期 

(期  首)  

2014年７月14日 10,060 － 0.1 － 99.0

７月末 9,939 △1.2 0.1 － 98.9

(期  末)  

2014年８月13日 9,848 △2.1 0.1 － 99.1

第26期 

(期  首)  

2014年８月13日 9,798 － 0.1 － 99.1

８月末 9,905 1.1 0.3 － 99.3

(期  末)  

2014年９月16日 9,906 1.1 0.4 － 99.4

第27期 

(期  首)  

2014年９月16日 9,856 － 0.4 － 99.4

９月末 9,787 △0.7 0.4 － 98.9

(期  末)  

2014年10月14日 9,729 △1.3 0.2 － 99.4

第28期 

(期  首)  

2014年10月14日 9,679 － 0.2 － 99.4

10月末 9,711 0.3 0.2 － 99.2

(期  末)  

2014年11月13日 9,654 △0.3 0.2 － 99.0

第29期 

(期  首)  

2014年11月13日 9,604 － 0.2 － 99.0

11月末 9,427 △1.8 0.2 － 98.4

(期  末)  

2014年12月15日 8,841 △7.9 0.2 － 99.4
 
（注）当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注）｢債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 



新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり）
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運用経過

当作成期中の基準価額等の推移について （第24期～第29期：2014/６/14～2014/12/15）

基準価額の動き
基準価額は当作成期首に比べ9.6％（分配金再投資ベース）の下落となり
ました。

・分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもの
で、ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

・実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースによ
り異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すもの
ではない点にご留意ください。

基準価額の主な変動要因

上昇要因 債券利子収入を獲得したことなどが、基準価額の上昇要因となりました。

下落要因
新興国高利回り社債市況が下落したことなどが、基準価額の下落要因となりま
した。

第24期首 ：10,035円
第29期末 ： 8,791円

（既払分配金 300円）
騰落率 ： －9.6％
（分配金再投資ベース）
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基準価額等の推移

CS5_14070070_02_os7三菱UFJ_新興国ハイイールド債券F（為替ヘッジあり）_交運_運用経過.indd   1 2015/01/21   15:42:14

新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり） 

 
－ 3 －― 3 ―



新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり）

4

投資環境について （第24期～第29期：2014/６/14～2014/12/15）

◎債券市況
・欧州において追加金融緩和策実施への期
待感が高まったことや原油価格の下落を
背景に期待インフレ率が低下したことな
どを受け、米国金利が低下（債券価格は
上昇）したことは新興国高利回り社債市
況にとってプラスとなりました。しかし
ながら、ウクライナや中東情勢の悪化を
背景に投資家のリスク許容度が低下した
ことや原油価格の下落を受けてロシアな
ど産油国の債務支払い能力への懸念が高
まったことなどから、新興国高利回り社
債のスプレッド（国債に対する上乗せ金
利）が拡大し、当作成期を通じてみる
と、新興国高利回り社債市況は下落しま
した。

（注）現地日付ベースで記載しております。

（注）ＪＰモルガンＣＥＭＢＩブロード・ノン・インベストメント・

グレードとは、Ｊ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエ

ルシーが算出し公表している米ドル建ての新興国社債（非投資

適格）の代表的な指数です。

90

95

100

105

2014/６/12 2014/８/８ 2014/10/７ 2014/12/５

ＪＰモルガンＣＥＭＢＩブロード・ノン・
インベストメント・グレード（ドルベース）

債券市況の推移
（当作成期首を100として指数化）

◎為替
・米ドルに対する為替変動リスクに関して
は、高水準の為替ヘッジを行ったため、
円・米ドル為替市況の変動が基準価額に
与える影響は限定的となりました。

◎国内短期金融市場
・当作成期の短期金融市場を見ると、日銀は「量的・質的金融緩和」をめざし、マネタリー
ベースを操作目標として金融市場調節を行いました。コール・レート（無担保・翌日物）は
安定的に推移し、2014年12月15日のコール・レートは0.069％となりました。なお、日銀は10
月31日にマネタリーベース増加額および資産買入れ額の拡大などの「量的・質的金融緩和」
の拡大を決定しました。
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新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり）

5

当該投資信託のポートフォリオ

＜新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり）＞
ピムコ社の運用する円建て外国投資信託への投資を通じて、米ドル建ての新興国高利回り社
債を高位に組み入れたほか、マネー・マーケット・マザーファンド投資信託証券を一部組み
入れた運用を行いました。また、実質的な組入外貨建て資産においては、米ドル売り、円買
いの為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図りました。
当作成期は、新興国高利回り社債市況が下落したことや信託報酬等のコストなどから、基準
価額は9.6％（分配金再投資ベース）下落しました。

＜ピムコ　バミューダ　エマージング　マーケット　ハイ　イールド　コーポレート　ボンド　
ファンド　Ａ　－　クラス　Ｊ（ＪＰＹ）＞
基準価額は当作成期首に比べ8.9％（分配金再投資ベース）の下落となりました。

◎国別・セクター配分戦略
・国別選択については、豊富な外貨準備高や健全な経常収支構造などファンダメンタルズの観
点において相対的に優位と考えたブラジルやロシアなどの国々に対して積極姿勢としまし
た。

・一方、経常赤字体質で短期性の対外資金への依存度が高いトルコやファンダメンタルズは良
好なものの、バリュエーション（投資価値基準）の観点において投資魅力度が低いと判断し
たフィリピンなどの国々に対しては消極姿勢としました。

・各国をセクター別に見ると、2014年７月は、ロシアの金融や石油・ガスなどが相対的に軟調
なパフォーマンスとなりました。９月は、インドネシアの金属・鉱業や通信などが相対的に
軟調なパフォーマンスとなりました。11月は、ロシアの石油・ガスや輸送が相対的に軟調な
パフォーマンスとなりました。

・上記の運用を行った結果、当ファンドでは積極姿勢としたロシアのエネルギー関連銘柄が相
対的に大きく下落したことが、基準価額にマイナスに影響しました。

＜マネー・マーケット・マザーファンド＞
基準価額は当作成期首に比べ0.02％の上昇となりました。

・コール・ローン等短期金融商品を活用しつつ、残存期間の短い国債を中心に組み入れ、利子
等収益の確保を図りました。
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当該投資信託のベンチマークとの差異について

・新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり）は、米ドル建ての新興国のハイイール
ド債券等に実質的な投資を行うとともに、原則として投資する外国投資信託において為替
ヘッジを行い為替変動リスクの低減をはかることで、信託財産の成長と収益の確保をめざす
ことを目標としておりますが、特定の指数を上回るまたは連動をめざした運用を行っていな
いため、また、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は
ありません。

・従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の
通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託
財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配原資の内訳】� （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目
第24期

2014年６月14日～
2014年７月14日

第25期
2014年７月15日～
2014年８月13日

第26期
2014年８月14日～
2014年９月16日

第27期
2014年９月17日～
2014年10月14日

第28期
2014年10月15日～
2014年11月13日

第29期
2014年11月14日～
2014年12月15日

当期分配金 50 50 50 50 50 50

（対基準価額比率） 0.495％ 0.508％ 0.505％ 0.514％ 0.518％ 0.566％

当期の収益 50 50 50 50 50 50

当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 1,559 1,565 1,575 1,585 1,595 1,604

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファン
ドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない
場合があります。
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今後の運用方針

＜新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり）＞
・運用の基本方針にしたがって、引き続き円建て外国投資信託への投資を通じて米ドル建ての
新興国高利回り社債を高位に組み入れた運用を行うほか、為替ヘッジを行い、為替変動リス
クの低減を図ります。また、一部、マネー・マーケット・マザーファンド投資信託証券の組
み入れを維持し、毎月の分配をめざしていく方針です。

＜ピムコ　バミューダ　エマージング　マーケット　ハイ　イールド　コーポレート　ボンド　
ファンド　Ａ　－　クラス　Ｊ（ＪＰＹ）＞
（運用環境の見通し）
足下、ファンダメンタルズが脆弱な一部の新興国では原油価格の下落や地政学的リスクの影
響により、新興国高利回り社債市況は変動性の高い相場展開が続いています。しかしなが
ら、主要な新興国では、外貨準備高や経常収支動向などファンダメンタルズは比較的良好で
あると考えています。このような投資環境のなか、エマージング諸国のファンダメンタルズ
とは異なる要因で新興国高利回り社債市況が下落する局面では、魅力的な投資機会が出現す
ることもあり得ると考えます。また、中長期的な観点から見ても、経済成長に伴う中間層の
拡大などが国内消費を底上げすると考えており、投資機会のひとつとして注目しています。

（今後の運用方針）
・新興国高利回り社債市場に対する前述の見通しは、すべてのエマージング諸国に当てはまる
わけではなく、エマージング諸国への投資は国ごとにより選別的になると見ています。具体
的には、国別選択において、ファンダメンタルズの健全性が比較的高いと考えるブラジルな
どに対し積極姿勢とします。なお、ブラジルでは、経済成長を推進する役目を担う政府系金
融機関などの銘柄を選好します。

・一方、一部企業のレバレッジ比率が依然として高い香港に対しては消極姿勢とします。ま
た、対外資金依存度が高く、世界経済の動向の影響を受けやすいと見られるトルコに対して
も、銀行セクターを中心に消極姿勢とする方針です。

・銘柄選択については、ボトムアップリサーチにより財務内容が比較的健全な銘柄を厳選し、
投資を行う方針です。

・なお、保有外貨建て資産に対し、米ドル売り、円買いの為替ヘッジを行います。

＜マネー・マーケット・マザーファンド＞
（運用環境の見通し）
・国内景気は緩やかな回復局面に向かうものと思われますが、デフレ脱却に向けて日銀は「量
的・質的金融緩和政策」を当面維持することが見込まれます。そうした環境下、短期金利は
低位安定推移になると予想しています。

（今後の運用方針）
・運用の基本方針および前述の見通しに基づき、引き続き残存期間の短い国債を中心に投資し
安定した収益の確保をめざしていく方針です。
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新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり） 

○１万口当たりの費用明細 (2014年６月14日～2014年12月15日) 

項 目 
第24期～第29期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

 
 

円 ％  

（a） 信 託 報 酬 92  0.936 (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率 
 

 （ 投 信 会 社 ） (58)  (0.584) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価（再委託先の報酬を含みます。） 

 （ 販 売 会 社 ） (32)  (0.330) 分配金・償還金・換金代金支払等の事務手続き、交付運用報告書等の送付、
購入後の説明・情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.022) 投資信託財産の保管・管理、運用指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.001  (b)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 合 計 92   0.937   

作成期中の平均基準価額は、9,808円です。  

 
（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。 
（注）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目

ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり） 

○売買及び取引の状況 (2014年６月14日～2014年12月15日) 

 

 

銘 柄 
第24期～第29期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円 
ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド
コーポレート ボンド ファンド Ａ － クラス Ｊ (ＪＰＹ)

0.0679 604 1 17,940 

 
（注）金額は受渡代金。 

 

 

銘 柄 
第24期～第29期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円
マネー・マーケット・マザーファンド － － 19 20
 
 

 

○利害関係人との取引状況等 (2014年６月14日～2014年12月15日) 

 

＜新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり)＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜マネー・マーケット・マザーファンド＞ 

区       分 

第24期～第29期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 4,300 1,299 30.2 － － －

現先取引(公社債) 2,260 1,200 53.1 2,160 1,100 50.9

平均保有割合 0.0%   
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
（注）公社債には現先などによるものを含みません。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三
菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。 

 

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり） 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2014年12月15日現在) 

作成期首残高(元本) 当作成期設定元本 当作成期解約元本 作成期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円
1 － － 1 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2014年12月15日現在) 

 

銘 柄 
第23期末 第29期末 
口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％
ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド
コーポレート ボンド ファンド Ａ － クラス Ｊ (ＪＰＹ)

2 0.712 5,720 99.4

合 計 2 0.712 5,720 99.4
 
（注）比率は新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
第23期末 第29期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

マネー・マーケット・マザーファンド 30 10 11

 

○投資信託財産の構成 (2014年12月15日現在) 

項 目 
第29期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

投資信託受益証券 5,720 98.6

マネー・マーケット・マザーファンド 11 0.2

コール・ローン等、その他 69 1.2

投資信託財産総額 5,800 100.0
 
 
 

親投資信託残高 
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新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第24期末 第25期末 第26期末 第27期末 第28期末 第29期末 

2014年７月14日現在 2014年８月13日現在 2014年９月16日現在 2014年10月14日現在 2014年11月13日現在 2014年12月15日現在

  円 円 円 円 円 円

(A) 資産 24,455,019   19,609,092  7,383,422  6,262,832  6,232,266   5,800,093  

 コール・ローン等 242,604   275,583  72,636  67,531  94,019   68,233  

 投資信託受益証券(評価額) 24,051,331   19,302,425  7,279,699  6,184,214  6,127,160   5,720,772  

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 31,084   31,084  31,087  11,087  11,087   11,088  

 未収入金 130,000   －  －  －  －   －  

(B) 負債 158,983   132,679  58,325  41,818  41,678   42,545  

 未払収益分配金 120,750   99,390  37,161  32,135  32,229   32,748  

 未払信託報酬 38,171   33,240  21,142  9,677  9,444   9,791  

 その他未払費用 62   49  22  6  5   6  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 24,296,036   19,476,413  7,325,097  6,221,014  6,190,588   5,757,548  

 元本 24,150,163   19,878,133  7,432,317  6,427,011  6,445,924   6,549,655  

 次期繰越損益金 145,873   △   401,720  △  107,220  △  205,997  △  255,336   △  792,107  

(D) 受益権総口数 24,150,163口 19,878,133口 7,432,317口 6,427,011口 6,445,924口 6,549,655口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,060円 9,798円 9,856円 9,679円 9,604円 8,791円
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新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり） 

○損益の状況 

項 目 
第24期 第25期 第26期 第27期 第28期 第29期 

2014年６月14日～ 
2014年７月14日 

2014年７月15日～
2014年８月13日

2014年８月14日～
2014年９月16日

2014年９月17日～
2014年10月14日

2014年10月15日～ 
2014年11月13日 

2014年11月14日～
2014年12月15日

  円 円 円 円 円 円

(A) 配当等収益 178,986   144,735  55,899  48,397  48,080   48,064  

 受取配当金 178,986   144,728  55,883  48,397  48,080   48,064  

 受取利息 －   7  16  －  －   －  

(B) 有価証券売買損益 41,739   △  532,286  45,116  △119,771  △   55,134   △  534,451  

 売買益 42,108   31,130  116,189  3,026  －   1  

 売買損 △      369   △  563,416  △   71,073  △122,797  △   55,134   △  534,452  

(C) 信託報酬等 △   38,233   △   33,289  △   21,164  △  9,683  △    9,449   △    9,797  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 182,492   △  420,840  79,851  △ 81,057  △   16,503   △  496,184  

(E) 前期繰越損益金 △1,224,637   △  950,282  △  546,284  △433,234  △  546,426   △  595,158  

(F) 追加信託差損益金 1,308,768   1,068,792  396,374  340,429  339,822   331,983  

 (配当等相当額) (  2,101,199)  (  1,739,534) (    653,785) (  567,724) (    570,722)  (    587,662) 

 (売買損益相当額) (△  792,431)  (△  670,742) (△  257,411) (△227,295) (△  230,900)  (△  255,679) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 266,623   △  302,330  △   70,059  △173,862  △  223,107   △  759,359  

(H) 収益分配金 △  120,750   △   99,390  △   37,161  △ 32,135  △   32,229   △   32,748  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 145,873   △  401,720  △  107,220  △205,997  △  255,336   △  792,107  

 追加信託差損益金 1,308,768   1,068,792  396,374  340,429  339,822   331,983  

 (配当等相当額) (  2,101,199)  (  1,739,534) (    653,785) (  567,724) (    570,722)  (    587,662) 

 (売買損益相当額) (△  792,431)  (△  670,742) (△  257,411) (△227,295) (△  230,900)  (△  255,679) 

 分配準備積立金 1,664,770   1,372,454  516,882  451,243  457,645   463,164  

 繰越損益金 △2,827,665   △2,842,966  △1,020,476  △997,669  △1,052,803   △1,587,254  
 
（注）(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
<注記事項> 
①作成期首（前作成期末）元本額 24,178,814円 

作成期中追加設定元本額      483,566円 
作成期中一部解約元本額    18,112,725円 

②分配金の計算過程 

第24期 第25期 第26期 第27期 第28期 第29期 

費用控除後の配当等収益額 A 147,983円 111,446円 44,187円 38,714円 38,631円 38,267円

費用控除後・繰越欠損金補填後の
有価証券売買等損益額 

B 0円 0円 0円 0円 0円 0円

収益調整金額 C 2,101,199円 1,739,534円 653,785円 567,724円 570,722円 587,662円

分配準備積立金額 D 1,637,537円 1,360,398円 509,856円 444,664円 451,243円 457,645円

当ファンドの分配対象収益額 E=A+B+C+D 3,886,719円 3,211,378円 1,207,828円 1,051,102円 1,060,596円 1,083,574円

当ファンドの期末残存口数 F 24,150,163口 19,878,133口 7,432,317口 6,427,011口 6,445,924口 6,549,655口

１万口当たり収益分配対象額 G=E/F*10,000 1,609円 1,615円 1,625円 1,635円 1,645円 1,654円

１万口当たり分配金額 H 50円 50円 50円 50円 50円 50円

収益分配金金額 I=F*H/10,000 120,750円 99,390円 37,161円 32,135円 32,229円 32,748円

③ 信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、当ファンドと新興国ハイイールド債券ファンド 
(為替ヘッジなし）の純資産総額を合計した額に対し年10,000分の72.5以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しております。 
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新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり） 

○分配金のお知らせ  

 第24期 第25期 第26期 第27期 第28期 第29期 

１万口当たり分配金（税込み） 50円 50円 50円 50円 50円 50円
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 
◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 
◆課税上の取り扱い 
・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻

金（特別分配金）」に分かれます。 
・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合に

は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復

興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択するこ
ともできます。 

 
※法人受益者に対する課税は異なります。 
※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 
※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 
※2014年１月１日より、少額投資非課税制度「愛称：ＮＩＳＡ（ニーサ）」がご利用になれます。ＮＩＳＡをご利用の場合、毎年、年間100

万円の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所得が５年間非課税となります。 

 

＊ 三菱ＵＦＪ投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社にお問
い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
[ お 知 ら せ ] 

 
①書面決議を行う場合の受益者数要件の撤廃を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
②併合手続要件の緩和を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
③買取請求の一部適用除外を信託約款に記載し、信託約款に所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
④運用報告書の二段階化について信託約款に記載し、所要の変更を行いました。 
（2014年12月１日） 
⑤ 2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復

興特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われま
す。））の税率が適用されます。 
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新興国ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジあり） 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2014年12月15日現在) 

＜マネー・マーケット・マザーファンド＞ 
 下記は、マネー・マーケット・マザーファンド全体(2,253,834千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

第29期末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

国債証券 
2,150,000 2,150,359 93.7 － － － 93.7 

(1,500,000) (1,500,020) (65.4) (－) (－) (－) (65.4)

合 計 
2,150,000 2,150,359 93.7 － － － 93.7 

(1,500,000) (1,500,020) (65.4) (－) (－) (－) (65.4)
 
（注）( )内は非上場債で内書き。 
（注）組入比率は、親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合。 
（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
（注）現先の組み入れがある場合、現先は国債証券に含めて記載。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
第29期末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日
国債証券 ％ 千円 千円  
第481回国庫短期証券 － 200,000 199,999 2014/12/22 
第482回国庫短期証券 － 100,000 100,000 2015/１/８ 
第490回国庫短期証券 － 100,000 100,001 2015/２/９ 
第492回国庫短期証券 － 100,000 100,001 2015/２/16 
第493回国庫短期証券 － 200,000 200,002 2015/２/23 
第496回国庫短期証券 － 300,000 300,004 2015/３/９ 
第497回国庫短期証券 － 200,000 200,003 2015/３/16 
第500回国庫短期証券 － 200,000 200,002 2015/３/23 
第500回国庫短期証券※ － 100,000 100,005 － 
第326回利付国債（２年） 0.1 200,000 200,050 2015/３/15 
第327回利付国債（２年） 0.1 100,000 100,034 2015/４/15 
第331回利付国債（２年） 0.1 200,000 200,138 2015/８/15 
第332回利付国債（２年） 0.1 150,000 150,117 2015/９/15 

小 計 2,150,000 2,150,359  
合 計 2,150,000 2,150,359  

 
（注）※印は現先で保有している債券です。 

 

 

国内公社債 
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＜参考＞投資する投資信託証券およびその概要  
フ ァ ン ド 名 ピムコ バミューダ エマージング マーケッ

ト ハイ イールド コーポレート ボンド
ファンド Ａ － クラス Ｊ （ＪＰＹ） 

マネー・マーケット・マザーファンド 

運 用 方 針 ピムコ バミューダ エマージング マーケッ
ト ハイ イールド コーポレート ボンド
ファンド（Ｍ）への投資を通じて、米ドル建ての
新興国の高利回り社債およびその派生商品等に
実質的な投資を行い、信託財産の成長をめざしま
す。 

わが国の短期公社債等を中心に投資し、利子等収
益の確保を図ります。なお、市況動向および資金
動向等により、上記のような運用が行えない場合
があります。 

主要運用対象 米ドル建ての新興国の高利回り社債およびその
派生商品等 

わが国の公社債等 

主な組入制限 ・通常、ファンドの80％以上を米ドル建ての新興
国の高利回り社債に投資します。 

・一部、国債等にも投資を行う場合があります。
・投資する公社債は原則として取得時においてＣ

ＣＣ格相当以上の格付けを取得しているもの
に限ります。 

・投資する公社債の平均格付けは、ポートフォリ
オ全体で原則としてＢ－格相当以上に維持し
ます。 

・ポートフォリオの平均デュレーションは、原則
として０～８年の範囲で調整します。 

・同一の発行体が発行する銘柄への投資比率は、
純資産総額の５％以内とします（国債や政府機
関債等を除きます。）。 

・投資する公社債は、主に新興経済国の企業が発
行する米ドル建て高利回り社債ですが、同様の
投資効果を持つデリバティブ取引を活用する
場合があります。また、資金管理目的で、原則
として取得時にＢＢＢ格相当以上の格付けを
有する米ドル建ての公社債等にも一部投資を
行います。 

・限定的な範囲で米ドル建て以外の公社債等にも
投資を行う場合がありますが、この場合におい
ては米ドル以外の通貨売り、米ドル買いの為替
取引を行います。 

・保有外貨建て資産に対し、原則として、米ドル
売り、円買いの為替ヘッジを行います。 

・外貨建資産への投資は行いません。 
・有価証券先物取引等を行うことができます。 
・スワップ取引は効率的な運用に資するため行う

ことができます。 
・金利先渡取引は効率的な運用に資するため行う

ことができます。  

決 算 日 毎年６月30日 原則として毎年５月および11月の20日 
分 配 方 針 原則として毎月経費控除後の利子収益および売買

益より分配を行う方針です。ただし、適正な分配
水準を維持するために必要と認められる場合は、
分配原資をこれらに限定しません。なお、分配原
資が少額の場合は、分配を行わないことがありま
す。 

信託財産から生じる利益は、信託終了時まで信託
財産中に留保し、分配を行いません。 
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 運用計算書、純資産変動計算書、投資有価証券明細表はPIMCO Bermuda Trust Ⅳ Annual Report 
June30,2014版から抜粋して作成しています。 
 なお、開示情報につきましては、各通貨毎のクラス分けされていないものは「ピムコ バミュー
ダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド ファンド Ａ」で掲載
しています。また、「ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポ
レート ボンド ファンド（Ｍ）」を「マスターファンド」と表示する場合があります。 
 
(1）運用計算書 
 （A）ピ ムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボン

ド ファンド Ａ 
 （2013年７月１日～2014年６月30日） 
 

  
  

ピ ム コ  バ ミ ュ ー ダ               
エマージング マーケット               
ハイ イールド コーポレート 
ボ ン ド  フ ァ ン ド  Ａ               

    千米ドル 
 投資収入：     
 受取利息（外国税額控除後）*   53 
 マスターファンドからの配当収入   52,002 
 雑収入   0 
  収入合計   52,055 

  
費用： 

   

 支払利息   17 
  費用合計   17 
     
 投資純収入   52,038 
     
 実現純利益(損失)：    
 投資有価証券（外国税額控除後）*   63 
 マスターファンド   (47,467)
 為替取引、中央清算金融派生商品   0 
 店頭金融派生商品   10,340 
 外貨   395 
  実現純利益（損失）   (36,669)
     
 未実現評価益(評価損)の純変動：    
 投資有価証券（外国税額控除後）   (3)
 マスターファンド   63,609 
 為替取引、中央清算金融派生商品   0 
 店頭金融派生商品   (25,289)
 外貨建資産および負債の換算に係る外貨   (173)
  未実現評価益(評価損)の純変動   38,144 
 純利益（損失）   1,475 
 運用による純資産の純増（減）額   53,513 
     
 *外国源泉課税額   0 

（注）データ提供元：ピムコジャパンリミテッド 
（注）現時点で入手し得る直近の決算期分を掲載しています。 
（注）各項目ごとに千米ドル未満は四捨五入してあります。 
 
  （B）マネー・マーケット・マザーファンド 
    29頁の損益の状況をご参照ください。   
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ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド ファンド Ａ 

（2）純資産変動計算書 
ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド フ
ァンド Ａ 

 （2013年７月１日～2014年６月30日） 
 

  
 
 

 

ピ ム コ  バ ミ ュ ー ダ               
エマージング マーケット               
ハイ イールド コーポレート 
ボ ン ド   フ ァ ン ド  Ａ               

     千米ドル 

  純資産の増加（減少）：     
  運用：     
  投資純収入   52,038 
  実現純利益（損失）   (36,669)
  未実現評価益（評価損）の純変動   38,144 
  運用による純資産の純増（減）額   53,513 
      

  分配：    
  分配額    
   F (USD)   （4,465）
   J (JPY)   (58,287)
   J (USD)   (17,619)
  分配金額合計   (80,371)

      

  ファンドユニット取引：    
  ファンドユニット取引による純資産の純増（減）額   (700,976)
      

  純資産の増（減）額合計   (727,834)

      

  純資産：    

  期首   1,198,026 
  期末   470,192 
 
（注）データ提供元：ピムコジャパンリミテッド 
（注）現時点で入手し得る直近の決算期分を掲載しています。 
（注）各項目ごとに千米ドル未満は四捨五入してあります。 
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ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド ファンド Ａ 

(3)投資有価証券明細表(the Schedule of Investments) 
 (A)ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド 

ファンド Ａ 
 (2014年６月30日現在) 

   

元  本 
(単位：千) 

時  価 
(単位：千) 

口数 

取引相手 決 済 月 受渡し通貨 受取通貨
未実現評価(損)益
資産 負債
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ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド ファンド Ａ 

 
 

 

 

 

 

 

 

取引相手 決 済 月 受渡し通貨 受取通貨
未実現評価(損)益
資産 負債

取引相手 決 済 月 受渡し通貨 受取通貨
未実現評価(損)益
資産 負債

― 19 ―



w1819_全体_07_ピムコ（M）（w1822 流用）.docx 

15/2/2 18 時 38 分 

ページ：20 

 

ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド ファンド （Ｍ）

 (B)ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド 
ファンド（Ｍ） 

 (2014年６月30日現在) 

   

額面金額 
(単位：千) 

時  価 
(単位：千) 

額面金額
(単位：千)

時  価
(単位：千)

額面金額 
(単位：千) 

時  価 
(単位：千) 

― 20 ― 



w1819_全体_07_ピムコ（M）（w1822 流用）.docx 

15/2/2 18 時 38 分 

ページ：21 

 

 

 ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド ファンド （Ｍ） 

 
 

  

額面金額 
(単位：千) 

時  価 
(単位：千) 

額面金額
(単位：千)

時  価
(単位：千)

額面金額 
(単位：千) 

時  価 
(単位：千) 
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 ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド ファンド （Ｍ） 

 
 

 

  

額面金額 
(単位：千) 

時  価 
(単位：千) 

額面金額
(単位：千)

時  価
(単位：千)
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 ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド ファンド （Ｍ） 

 
 

 

  

取引相手 貸出金利 決算日 満期日 額面金額 担保債権
担  保
受取価値

レポ契約
の受取（1） レポ価値 

取引相手 借入金利 借入日 満期日 借入金額(3)
リバース 
レポの支払

取引相手 
レポ契約 
の 受 取 

リバース
レポの支払

売付買戻
取引の支払

空売り
の支払

合計借入
そ の 他
金融取引

担保の受取
(差  入) 

 
ネット 

エクスポージャー(4) 
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